
バケアオメエソ  

 前号で紹介したユメタチモドキを下田海中水族館の木下さんからいただいた

時に、バケアオメエソと思われる魚を 3 月 18 日に須崎のキンメダイ漁船からい

ただき、3 月 22 日に死んでしまったので冷凍保存しているというお話をうかが

いました。バケアオメエソなら、日本産魚類検索（東海大学出版会）によれば

土佐湾や九州からは報告がありますが、相模湾からはまだ報告のない魚です。6

月 24 日に木下さんから冷凍した標本をいただけたので、少し調べてみました。 

アオメエソは本県の底引き網漁船も水揚げされ、通称「めひかり」とも呼ば

れる美味しい魚です。今回の魚は写真１に示したように、外見は「めひかり」

とよく似ていますが、全長は 25.5 ㎝、体重は 188ｇと普通の「めひかり」が大

きくても体長 15 ㎝程度なのに比べて明らかに大きいです。特徴的なのが腹鰭の

形で、写真２のように先端が丸くなっているのはバケアオメエソの特徴です。

水深 550～600ｍに生息するとされ、相模湾からの正式な報告はないようですが、

web 上で検索してみると、伊豆大島沖で釣られたものの写真や沼津市場に底引

き網漁船によって水揚げされたものの写真などが載っており、相模湾や駿河湾

にも分布する魚かもしれません。 

 「めひかり」が美味しい魚であるのに対し、このバケアオメエソが美味しい

のか、そもそも食用にできるのかという記述はなかなか見つかりません。「めひ

かり」の味でこれくらい大きければ、さぞや食べ応えがあるだろうに、と思う

のは食いしん坊の妄想でしょうか。 

貴重なサンプルや情報をいただいた下田海中水族館の方々、ありがとうござ

いました。この貴重な標本は前回のユメタチモドキともども神奈川県立生命の

星・地球博物館で保存されることになりました。今後とも皆様の貴重な情報を

お待ちしています。 
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